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［要旨］水の安定同位体トレーサーを用いた気候モデルの水循環診断研究を行う目的で、以下の

４つの研究を実施した。(1)気象スケールの議論ができる全球規模の同位体観測データ収集および

観測の実施、(2)同位体トレーサーの時空間変動を支配している因子を特定し、同位体情報を水循

環情報への翻訳、(3)気候モデルに導入する同位体過程を他の気候モデルと共通化し、モデルの相

互比較実験を実施することで、今回開発した同位体気候モデル結果の妥当性の検証、(4)現在気候

の再現実験で得られた同位体分布を観測値と比較し、その時空間分布の再現性から、気候モデル

が同位体を支配している水循環因子の再現性検証。これらの研究成果から、モデル物理過程の不

完全性に基づく不確実性が高い熱帯地域において、その不確実性を高めている原因の探求が、同

位体トレーサーを使って特定できることを示し、現在の気候モデルで問題になる、不確実性の高

い積雲パラメタリゼーション決定において、同位体トレーサーを使った決定法が有効であること

を示した。また、高緯度域では、同位体トレーサーは、南北水蒸気輸送のよい指標であり、北極

振動等の気候変動に伴う水蒸気起源・輸送過程の再現性検証ツールとして用い得ることを示した。

これらは、気候システムモデルの改善に非常に有効な知見であり、本課題を通じて温暖化予測の

高精度化に貢献し、我が国の温暖化政策に資すると期待できる。 
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１．はじめに 

近年、気候モデルの性能は年々飛躍的に向上しているが、温暖化予測を高精度化するためには、

気候モデルのさらなる改善がまだ必要である。近年の気候モデルの高精度化としては、モデルの

高解像化や、気候モデルにエアロゾルの効果を導入するなど、より現実を再現できるよう複雑化

が挙げられる。しかし、このよう改良が進んでも、全球の気候システムに大きな影響を与える熱

帯域での降水量分布が未だに再現できない(Double-ITCZ等)、北極域では、北極振動における10年

スケール変動が再現できない、そして、近年の海氷の減少など気候システムモデルで予測される

シナリオに当てはまらない事象が観測されている等の課題が残されたままである。これらの課題
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